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図1 ParisiのqLαP)の階層構造
















実験では,T- Ts｡で線形帯磁率 x｡-乱 →.はカスプを示すのみであるが,非常に弱い
磁場Eをかけるとカスプが急に滑らかになることが報告された05)筆者の一人は,このことから
非線形帯磁率 x2-藷 tH→(,がr-TsGで負に発散することを現象論的に示 した ;6)
x2∝-1/(T-TsG)γS (T≧TsG) (2･1)
このことは, レプリカ理論においても示すことができる (この場合 γS- 1である )70)
T≧ TsGの蘭域では,セルフ-コンシステント方程式 (1･7)は
q- (2村石 dzexp(-Z2/2)tanh2(宕 Z十寮 十右 ) (2･2a)
m- (2W,-iJdzexp(-Z2/2)tanh(婁 Z十寮 十着) (2･2b)
で与えられる1.)私たちは,次のようなスケー リング極限をとることにより,､これらの式をスケ
































第 3図 スケー リング則
§3.磁場中の7n-ベクトルSKモデル
イジングSKモデルについて得られた相図 (第 2図b))を見ると,スピングラス相 (RSB















第 4図 m-ベク トルSKモデルの相図
q(x)が自発的に出現し,同時にレプリカ対称性








m〟rE⊥ )一m/,(E⊥- o )
ただし, h⊥…xl'工 (El)B⊥ , i- (T-TGT(Hl))/TGT(El), KL- KL(El) (i - 1- 4 )
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